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第１. 前回幹事会以降の経過報告 

１ 会長メッセージ 

会長メッセージ 

「学術の発展とより良い役割発揮のために、広く関係者を交えた開かれた協議の場を」 

 

令和 5年 4月 27日 

日本学術会議会長 梶田隆章 

 

 既に報道等でご存じのように、4 月 20 日、政府は検討中の日本学術会議法改正案の今国

会への提出を見送ることを表明しました。この間、拙速な法改正の動きや改正法案の内容

について、日本学術会議のみならず、多数の学協会等から懸念の表明が続きました。さら

に、日本学術会議の歴代の会長や内外のノーベル賞等受賞者からも拙速な法改正を思いと

どまり、対話をすべきという声明が寄せられました。政府も「このまま法案を閣議決定し

た場合、学術界と政府との決定的な決裂を招く恐れもある」と、今回の見送りの理由を述

べています。みなさまのご支援にあらためて感謝する次第です。 

 しかし、政府はこれを機に、今の政府案に加え、「学術会議自ら主張している 5 要件を

満たし、学術会議がその独立性の参考とする主要先進国G７参加国並みの制度・体制等を持

った特殊法人などの民間法人とする案」も検討の対象とすると表明しています。また、日

本学術会議担当の後藤大臣は、総理から改めて学術会議と丁寧に議論し、早期に結論を得

るよう指示されたと述べています。 

 日本学術会議としては、先日（4 月 18 日）の総会において会員が全会一致で議決した政

府への勧告において述べているように、「日本学術会議のあり方を含め、さらに日本の学

術体制全般にわたる包括的・抜本的な見直しを行うための開かれた協議の場を設けるべき」

と考えています。日本学術会議を政府機関にとどめるか、民間法人とするかという論点に

限定せず、日本の学術の発展のために真に求められることを、必要かつ十分な時間をかけ

て検討するために、広く学術に関わる関係者を交えた開かれた協議の場を作ることを求め

ていく所存です。 

 日本の学術を今後も発展させるために、そして、社会に貢献するという学術の役割を発

揮するために、学術界と政府との間の信頼関係を回復することが今こそ求められています。

日本学術会議は、2021 年 4 月に総会が決定し、公表した「日本学術会議のより良い役割発

揮に向けて」に基づき、社会に対する責任を果たすために、自ら改革を着実に実行してお

り、今後も続けてまいります。そして私は、日本の学術の発展を実現し、社会において学

術がよりよい役割を発揮するための検討の場とするという強い決意を持って、これからの

協議の場に臨みたいと考えています。 
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２ 会長等出席行事 

月  日 行 事 等 対 応 者 

４月 17日（月）

～18日（火） 

日本学術会議第 187回総会 梶 田 会 長 

望 月 副 会 長 

菱 田 副 会 長 

高 村 副 会 長 

小林アドバイザー 

４月 18日（火） 記者会見 梶 田 会 長 

望 月 副 会 長 

菱 田 副 会 長 

高 村 副 会 長 

小林アドバイザー 

４月 27日（木） T7 JAPANサミット 高 村 副 会 長 

４月 27日（木） オランダ王国大使館大使主催ナショナルデー・レ

セプション 

菱 田 副 会 長 

５月 ９日（火） 駐日欧州連合代表部ヨーロッパ・デー 梶 田 会 長 

５月 10日（水） 第 1回国際研究皮膚科学会開会式 菱 田 副 会 長 

５月 12日（金） 公開シンポジウム「カーボンニュートラル時代の

熱エネルギー－革新議論と社会実装－」 

菱 田 副 会 長 

５月 23日（火） 日本私立大学協会 梶 田 会 長 

菱 田 副 会 長 

小林アドバイザー 

注）部会、委員会等を除く。 

 

３ 委員の辞任 

 

なし 

 

第２. 各部・各委員会等報告 
１ 部会の開催とその議題 

（１）第三部拡大役員会（第 27回）（５月２５日） 

① 第三部夏季部会について 

② 意思の表出等の状況について 

③ その他 

 

２ 幹事会附置委員会の開催とその議題 

（１）広報委員会「学術の動向」編集分科会（第 11回）（５月１１日） 
① 「学術の動向」の編集について 
② その他 
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３ 機能別委員会の開催とその議題 

（１）選考委員会（第27回）（４月１９日） 

① 選考委員会における選考委員会枠の選考方法について 

② その他 

 

（２）選考委員会 連携会員特別選考分科会（第２回）（４月１９日） 

① 前回の議事要旨の確認 

② 連携会員候補者の選考について 

③ その他 

 

（３）選考委員会 生命科学選考分科会（第２回）（４月２１日） 

① 前回の議事要旨の確認 

② 会員候補者の選考について 

③ 連携会員候補者の選考（選出数）について 

④ その他 

 

（４）選考委員会（第28回）（４月２４日）※メール審議 

① 第26-27期会員候補者（分科会枠）の名簿の決定について（生命科学選考分科会） 

 

（５）科学者委員会 学術研究振興分科会（第 11回）、同分科会未来の学術振興構想評価

小委員会（第２回）合同会議（４月２５日） 

① 未来の学術振興構想のグランドビジョン（仮）及びその実現に必要な「学術の中長期研

究戦略の決定について 

② 今後のプロセスについて 

③ その他 

 

（６）選考委員会（第29回）（５月８日） 

① 会員候補者となるべき者（選考委員会枠）等の選考について 

② 各選考分科会における連携会員候補者の選出人数等について 

③ その他 

 

（７）国際委員会（第28回）（５月１７日） 

① 国際委員会議事要旨（案）(第25回)について 

② 加入国際学術団体の見直しに関する国際対応戦略立案分科会の審議結果について 

③ 継続的な活動をするための加盟学術団体に対応する分科会・小委員会の設置の在り方に

ついて 

④ 国際業務に参画するための連携会員（特任）の推薦について 

⑤ 国際員会に関する第26期への申し送りの素案について 

⑥ その他 

 

（８）科学者委員会（第27回）（５月２４日）※メール審議 

① 公開シンポジウム「宇宙や自然を探求しよう～新たな発見をめざす基礎研究の魅力～
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（案）」の開催について（中部地区会議、第三部会との共催） 

 

４ 分野別委員会の開催とその議題 

第一部担当 

（１）哲学委員会 芸術と文化環境分科会（第 11 回）（４月２１日） 

① シンポジウムの開催について 

② その他 

 

（２）史学委員会 歴史認識・歴史教育に関する分科会（第９回）（４月２２日） 

① 歴史教育の未来をめぐって 

（参考人：藤野 敦氏（文部科学省初等中等教育局視学官）） 

② その他 

 

（３）法学委員会 リスク社会と法分科会（第 10 回）（４月２２日） 

① シンポジウムの可能性を検討するための各自の報告会 

 

（４）哲学委員会（第 10 回）（４月２３日） 

① 第一部会・総会の審議報告 

② 新年度予算（旅費・手当）配分方法の決定 

③ 本年度のシンポジウムの日程とテーマの確定 

④ 各分科会の活動計画 

⑤ その他 

 

（５）法学委員会 生殖補助医療と法分科会（第９回）（５月６日） 

① シンポジウム開催について 

② その他 

 

第二部担当 

（１）食料科学委員会 水産学分科会（第９回）（４月２８日） 

① 食料科学委員会からの見解（案）査読結果への対応 

② その他 

・次回について 

 

（２）食料科学委員会 畜産学分科会（第７回）（５月１３日） 

① 総会、部会、委員会などの審議事項などの報告 

② 本分科会の今後の活動（市民公開シンポジウム開催など）について 

・５月13日（土）14:00～開催予定の市民公開シンポジウム開催について 

・畜産学会第131回大会（帯広畜産大学2023年９月19日）時に開催予定の市民公開シン

ポジウム開催について 

③ その他 

・次回の分科会（８月中旬対面および９月19日対面）の開催について 
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・その他 

 

（３）薬学委員会 地域共生社会における薬剤師職能分科会（第９回）（５月１６日） 

① 公開シンポジウムの事後報告 

② パンデミックと社会に関する連絡会議への対応について 

③ ９月までの活動計画および分科会の位置付けについて 

④ その他 

 

（４）健康・生活科学委員会 看護学分科会（第９回）（５月１９日） 

① 総会における審議事項の報告 

② 分科会の今後の対応について 

③ その他 

 

（５）臨床医学委員会・心理学・教育学委員会・健康・生活科学委員会・環境学委員会・

土木工学・建築学委員会合同 子どもの成育環境分科会（第22回）（５月２２日） 

① 見解案の審議経過 

② こども家庭庁安全対策課の課長との話し合い 

 

第三部担当 

（１）化学委員会 無機化学分科会（第８回）（４月２７日） 

①  講演１ 田中 文彦 東レ株式会社トレカ技術部主任部員 

「炭素繊維の進化とそれに伴う用途の広がり」 

②  講演２ 西原 洋知 東北大学材料科学高等研究所教授 

 「sp2 炭素材料の分析と立体造形」 

③  講演３ 栄長 泰明 慶應義塾大学理工学部教授 

 「ダイヤモンド電極の創製と機能開拓」 

④  その他 

 

（２）環境学委員会 環境科学分科会（第７回）、化学委員会・総合工学委員会・材料工

学委員会合同 触媒化学・化学工学分科会（第８回）合同会議（４月２８日） 

① 意思の表出「報告」について 

② 分子研招聘会議並びに研究会・分科会の開催について 

③ その他 

 

（３）土木工学・建築学委員会 インフラ高度化分科会（第 15回）（５月８日） 

① インフラ高度化分科会の「意思の表出」について 

② 引継ぎについて 

 

（４）環境学委員会 環境科学分科会（第８回）（５月１２日） 

① シンポジウムの企画について 

② ワーキンググループの活動について 
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③ 意思の表出（本分科会の記録）について 

④ その他 

 

（５）環境学委員会 環境思想・環境教育分科会（第 11回）（５月１３日） 

①  報告事項 

ⅰ）議事要旨の確認 

 ⅱ）環境教育における体験の再検討小委員会報告 

 ⅲ）環境教育の思想的アプローチ検討小委員会報告 

 ⅳ）その他 

②  審議事項 

ⅰ）環境教育関連学術団体との連携について 

   話題提供 一般社団法人環境教育学会・中村 和彦学会長、他 

ⅱ）その他 

 

（６）土木工学・建築学委員会・情報学委員会・総合工学委員会合同 WFEO 分科会 

（第３回）（５月１９日） 

① 2023年３月開催の WFEO拡大理事会の報告 

② 2023年 10月開催の WFEO総会及び WEC2023について 

③ その他 

 

（７）環境学委員会・健康・生活科学委員会合同 環境リスク分科会（第 10回） 

（５月２２日） 

① 見解「初等中等教育におけるリスク教育の推進」について 

② 公開シンポジウムの計画について 

③ その他 

 

（８）総合工学委員会・臨床医学委員会合同 放射線・放射能の利用に伴う課題検討分科会

（第４回）（５月２２日） 

① 小委員会の活動報告 

② 記録の審議 

③ 次期への引継ぎなど 

④ その他 

 

（９）地球惑星科学委員会 地球惑星科学企画分科会（第９回）（５月２４日） 

① 意思の表出の状況の確認 

② 未来の学術振興構想について 

③ 会員・連携会員選考について 

④ 日本学術会議の在り方をめぐる動向について 

⑤ その他 
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５ 課題別委員会の開催とその議題 

（１）防災減災学術連携委員会（第 12回）（４月２５日） 

① 第 15 回防災学術連携シンポジウム「気候変動がもたらす災害対策・防災研究の新展開」

の開催（報告） 

② 関東大震災 100年シンポジウム開催計画（報告） 

③ トルコ・マラッシュ震災に関する緊急報告会について（報告） 

④ 2023年度防災推進国民大会公募内容について（報告） 

⑤ 第５回「防災に関する日本学術会議・学協会・府省庁の連絡会」のテーマについて 

⑥ その他 

 

（２）我が国の学術の発展・研究力強化に関する検討委員会・学術情報のデジタルトラン

スフォーメーションを推進する学術情報の基盤形成に関する検討委員会合同 少子

化時代のサステナブルな学術環境・エコシステムに関する分科会（第２回） 

（５月１１日） 

① 有識者からの話題提供について 

② その他 

 

６ 若手アカデミーの開催とその議題 

 

なし 

 

７ 連絡会議の開催とその議題 

 

 なし 

 

８ サイエンスカフェの開催 

 

 なし 

 

９ 記録 

  

 なし 

 

１０ 総合科学技術・イノベーション会議報告 

１.本会議 

 なし 

 

２.専門調査会 

なし 
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３.有識者議員会合 

４月 20日（木）(オンライン) 

４月 27日（木）(オンライン) 

５月 18日（木）(オンライン) 

 

１１ 慶弔 

○慶事 

・令和５年春の褒章受章者 令和５年４月29日公表 

【紫綬褒章】 

安達 千波矢（連携会員（第23-25期）） 

井田 良（元会員（第20-22期）、元連携会員（第23-24期）） 

岡部 徹（連携会員（第24-25期）） 

苅谷 剛彦（元連携会員（第21-22期）） 

髙津 聖志（元連携会員（第20-23期）） 

茶谷 直人（会員（第24-25期）、元連携会員（第22-23期）） 

寺北 明久（連携会員（第23-26期）） 

松田 道行（会員（第24-25期）、元連携会員（第22-23期）） 

三浦 篤（元連携会員（第23-24期）） 

 

・令和５年春の叙勲受章者 令和５年４月29日公表 

 【旭日中綬章】 

長谷川 眞理子（元連携会員（第20－24期）） 

  

 【瑞宝重光章】 

有川 節夫（元連携会員（第20－21期）） 

安藤 恒也（元連携会員（第20－23期）） 

倉根 一郎（連携会員（第24－25期）） 

滝澤 正（元連携会員（第20-23期）） 

中橋 和博（元連携会員（第20-24期）） 

樋口 輝彦（元会員（第21-22期）、元連携会員（第20期、第23-24期）） 

村上 周三（元会員（第20-21期）、元連携会員（第22-23期）） 

 

 【瑞宝中綬章】 

赤阪 清隆（元連携会員（第24期）） 

池田 眞朗（元会員（第20-22期）、元連携会員（第23-24期）） 

乾 賢一（元連携会員（第20-23期）） 

圓川 隆夫（元連携会員（第20-22期）） 

大鉢 忠（元連携会員（第21期）） 

小笠原 直毅（元連携会員（第22-23期）） 

河野 正憲（元会員（第21-22期）、元連携会員（第20期、第23-24期）） 

小林 重敬（元連携会員（第20-21期）） 
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近藤 豊（元連携会員（第21期）） 

平 朝彦（元会員（第20-21期）、元連携会員（第22-23期）） 

林 良博（元会員（第20-21期）、元連携会員（第22-23期）） 

原 慶明（元連携会員（第20-21期）） 

福住 俊一（元連携会員（第21-24期）） 

丸山 茂徳（元連携会員（第21-22期）） 

緑川 光正（連携会員（第22-25期）） 

宮澤 陽夫（元連携会員（第21-24期）） 

森脇 俊道（元連携会員（第20-21期）） 

八木 聰明（元連携会員（第20-23期）） 

    渡邉 誠（元会員（第20-21期）、元連携会員（第22-23期）） 

 

１２ 意思の表出に係る報告 

 

 なし 

 

１３ 意思の表出（英訳版）に係る報告 

 

 なし 

 

１４ インパクト・レポート 

 

なし 

 

11


	○表紙（諸報告）
	表紙

	第344回幹事会諸報告
	空白ページ



